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「第3回国際トルコ言語集会 1996年」に参加して

――アンカラ，9月23日から27日――

小 田 壽 典
1. はじめに

　「第 3 回国際トルコ言語集会 1996年」は

アンカラのトルコ言語協会（T ü r k  D i l

Kurumu）で行われた．この協会はトルコ共

和国政府機関の「アタテュルク文化・言語

と歴史高等機構」の一つであり，協会長のア

フメト・B. エルジラスン教授の名において

案内があった．1）エルジラスン教授の開会の

挨拶によると，2）1982年の憲法をもってトル

コ言語協会は他の3組織体と同じく上記機

構に編入された．そして1988年と1992年に

続いて第3回目の集会である．私は今度初

めて参加することになった．同協会は，さ

かのぼれば，1932年に初代大統領アタテュ
1） 参加の有無と報告標題（1月31日付），報告要旨 1
（7月22日付）の案内によって私は準備をすすめた
2） トルコ言語協会（TDK）の雑誌『トルコ語』（TÜR
は，「第 3回国際トルコ言語集会 1996年」が開催さ
メッセージ，国務大臣，機構の総裁と協会長の挨拶

3） アタテュルク文化・言語と歴史高等機構の管理
Kültür，Dil ve Tarih Yüksek Kurumu Ba∑kanlı√ı, Tanıt
化・言語と歴史高等機構」の案内パンフレット（ア
る．この機構は，1982年11月7日の日付で採択され
択された2876号の「アタテュルク文化・言語と歴史
ルク思想，アタテュルクの基本と改革，トルコの文化
る研究調査，紹介，広報，出版する目的で，アタテュ
において，総理府に所属し，アタテュルク研究セン
ルク文化センターから構成される，完全な法人格を
「アタテュルク文化・言語と歴史高等機構」のもと
目ごとのトルコ言語協会の順番となった．なお，この
らは，服部四郎，柴田武と山田信夫の諸教授が名を
ルクによって創設された．すでにアラビア

文字からラテン文字への改革に成功した

（1928）アタテュルクは，トルコ歴史協会

（1930）についで，トルコ言語協会をつくり

ドルマバフチェ宮殿に最初のトルコ言語集

会を招集したのが，その年であった．3）

　トルコ共和国政府の建国精神にもとづく

国策的性格のはっきりした集会であり，そ

のようなプログラムである．因みに私は国

外交流会員として協会の出版物を無償でい

ただいており，今回の集会では宿泊費のほ

か，かなりの交通費の支援を受けたことに

トルコ政府当局に深甚の感謝を申し上げた

い．言語が優れて国家ないし民族を構成す

る人々の帰属意識をたかめることは疑いな

いが，それだけではなくトルコ語の独自性
枚の提出（5月20日付）そして宿泊所と受付日時
．
K DL, Dil ve Edebiyat Dergisi），538（1996. 10）に
れたこと及びプログラムのほか，開会式の大統領
が掲載されている．それによる．
局『案内パンフレット』アンカラ1987（Atatürk
ma Bro∑ürü, Ankara 1987）: 7–8.　「アタテュルク文
ンカラ 1987）によれば，次のように紹介されてい
た憲法の第134条と1983年8月11日の日付で採
高等機構法」の第2項の要請によって，アタテュ
，トルコの歴史，トルコの言語を学術的方法によ
ルクの精神的庇護において，大統領の監督と援助
ター，トルコ言語協会，トルコ歴史協会，アタテュ
有する一機構である．
で毎年各組織体が国際会議を開催し，今年は4年
パンフレットには最初の交流会員として日本か
連ねる．
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に対して積極的に取り組んでいる．

　さて集会の概略をみると，初日，9月23日

（月曜日），朝食後（8 時）に宿舎から全員バ

スで，アタテュルク廟に向かった．4）アンカ

ラ市内の中心部の背後にひろがる広大な丘

陵地に大建造物がたつ．三軍の儀仗兵の先

導により国務大臣ウシュライ・サイグン女

史が花輪をアタテュルクの墓前に捧げた．

記念写真のあと，総勢120名ほどは集会場

のカヴァクルデレ地区のトルコ言語協会に

到着した．

　そして23日午前の開会式の次第は，①ト

ルコ言語協会長，②アタテュルク文化・言

語と歴史高等機構の総裁，③国務大臣サイ

グン女史，各開会の辞，④大統領のメッセー

ジ朗読，⑤トルコ言語学への貢献者および

貢献機関の表彰，⑥開会講演．午後はトル

コ言語学に関する一般的課題の報告であっ

た．翌日24日（火曜日）から27日（金曜日）

まで 3 分科会にわかれて報告が行われた．

プログラムの上では，トルコ国内から73，

国外から102の発表者であったが，実際に

は128人の参加となったことが閉会式で述

べられた．さらに報告書の出版が約束され

た．研究報告は各人20分あて，私の聴講し

た範囲内ではすべてトルコ語によるもので

あった．しばしば，質疑応答や報告の延長

にもこだわらず，活発な議論も展開された．

内容はまったく学術的な事柄に終始し，各

自の自由な専門的課題を自由に発表するも

のであった．ここでは，そのような内容を

詮索するよりはむしろ，この大会を通じて
4） トルコ共和国の建国者であるムスタファ・ケマル
えて（1934），いまも彼の政治と精神は国家理念と
5） プログラムの日程表を翻訳し，私の聴講した分の
6） 東シベリアのトルコ系の人々．
7） プログラムの出席予定者国別表を翻訳する．実際
8）『トルコ語』同上 : 365–366.
9）『トルコ語』同上 : 363.
感じられた二三のトピックスを話題にする

ことが適切かと思う．5）

2. ラテン文字化

　9月26日（木曜日）午前中は，言語記念日

の祝賀演説にあてられた．1932年にはじめ

てアタテュルクの提唱によってトルコ言語

集会が招集されたのがこの日であった．協

会長のエルジラスン教授が議定書を読み上

げるなかで，我々参加者への呼びかけはこ

の大会の性質をよく著わしているようにみ

えた．まず「我々の立場と異なりトルコ人

ではないのに，トルコの言語文化を研究し，

世界に大きな寄与をなして，我々に対して

援助をされている方々」，次に「東はヤクー

ト6）からバルカン半島にいたるトルコ語を

共通言語としている方々」，そして「トルコ

国内（Türkiye）からここに参集されている

方々」と呼びかけた．プログラムに付録さ

れた国別の出席予定者は24カ国に及ぶが，

旧ソ連圏ほか国外出席者の70％以上が日常

トルコ系の言葉を話している人びとのよう

に見受けられる．7）サイグン国務大臣の開会

演説にも，8）「今年は集会にキルギズスタン，

カザフスタン，ウズベキスタン，テュルクメ

ニスタン，アゼルバイジャンからの傍ら，ロ

シアからのトルコ・タタル族の多数」が参

加したことを歓迎する．ますますの近づき

と共通の言語・文字を実現していくための

支援を惜しまないことを強調した．スレイ

マン・デミレル大統領のメッセージにも，9）
（1881–1938）はアタテュルク（＝国父）の称号を
して生きている．
み注記する．別表2参照.

の発表者は128人．別表1参照．
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「アゼリー10），テュルクメニスタンとウズベ

キスタンの，ラテン文字採用の決定を喜び，

興奮して歓迎する．近い将来成功裏に完了

し，他のトルコ語を話す兄弟たちに新風の

源となることを希望する」と述べた．かつ

ての汎トルコ主義を思い起こさせるが，し

かし一方，プログラムにはイスラム派（pro-

Islamic）の首相，エルバカン教授の出席も期

待された．しかし実現はしなかった．11）この

ところ国内政治は強くイスラム主義的傾向

に敏感となる一方，新聞論調も揺れが大き

い．9 月30日朝，私がイスタンブルを離れ

たとき機中の英字紙，デイリー・ニューズ

には，“Demirel underscores importance of

secularism and democracy”の見出しのもと

に，12）「宗教的信念が悪用されるならば，決

して平和も調和もありえない」とデミレル

大統領の記者への談話が載っていた．かつ

てアタテュルクが提唱した政治原則の一つ

は俗権主義（secularism），すなわち政教分離

の原則であった．ラテン文字への改革もま

た俗権主義への道にあった．13）ただ俗権主

義が揺らぎはじめていることも事実である．

ともかくも旧ソ連圏の 3カ国がキリル文字

からラテン文字へ踏み切ったことはトルコ

共和国にとって大きな意味をもつにちがい

ない．今回旧ソ連圏のトルコ系の国々から

大勢が参加したことの政治的意味はさらに

大きいのかもしれない．一昨年のPIAC報告
10） アゼルバイジャン．
11） 開会のプログラムには，4番目に国務大臣のあと
席しご希望あれば）」とあり，実際には大統領のメ

12） 新聞“turkish daily news,”A5（Monday, Sept. 30, ’9
13） 参照 : 永田雄三 「トルコの近代化と文字」『歴史教
14） Vladimir M. Alpatov (Moscow), The Problem of Cho

the Present, Proceedings of the 38th Permanent Interna
August 7–12, 1995. Harrassowitz Verlag 1996: 1–4.

15） Açılı∑ Bildirisi: Prof. Dr. Fyodor A„NN (Rusya),
Türkoloji.”
書によれば，モスクワのV. M. アルパトフに

よる「トルコ諸語のためのアルファベット

選択問題：歴史と現在」と題する論説があ

る．14）オスマン朝トルコ帝国の崩壊後，1920

年代にトルコ系諸国がアラビア文字からラ

テン文字への道を選択しはじめていた．そ

してトルコ共和国だけがそれを実現したが，

ソ連下のトルコ系諸国はスターリン体制の

なかでロシア文字への統一に向かい，1935

年から1941年にキリル・アルファベットに

移行したと述べる．ソ連の崩壊による政治

的文化的動向は，むかしの模索を再び呼び

覚ましたのである．

3. トルコ学へ謝罪の旧ソ連

　ロシアの フィヨードル・アシュニン教授

による開会講演は「ソヴィエト東方学の歴

史から：処罰されたトルコ学」15）と題して行

われた．衝撃的であった．ロシア革命後の

トルコ系民族史のなかでレーニン時代には

比較的ソヴィエト下の民族的自立が謳歌さ

れ，詩人・文学者や思想家が輩出し，民衆に

人気の的となった．スターリン時代に入り，

一転して弾圧の犠牲者となったことはまこ

とに痛ましい．具体的事例には犠牲者の名

前を含み，会場内は緊張が走った．事例は

このあたりでと話が閉じられようとすると，

すかさず，私の隣あたりからカザフスタン
，「総理大臣 Dr. Necmettin Erbakan教授の辞（ご出
ッセージに代わった．
6）.
育』18（1970）–7 : 32–38．

ice of Alphabets for the Turkic Languages: History and
tional Altaistic Conference (PIAC), Kawasaki, Japan:

 “Sovyet „arkiyat Bilimi Tarihinden: Cezalandırılan
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もまだあると声がかかった．では，といっ

てしばらく読み上げが続いた．時計の針が

止まったような静寂のなかで，高齢のア

シュニン教授は嘆息し，ワシリエフ博士が

補助に立って講演はロシア語にかわり，ト

ルコ語に通訳された．なお27日（最終日）の

第3会場では午後の始まりに，番外の女性

講演者によってとくにカザン・タタルに関

して犠牲者に対する追悼講演が補足された．

40 歳を越えて生きのびた詩人や文学者はた

いへん少なかったという．

4. 言 語 政 策
　

　ところで，偶然の引用といわざるをえな

いが，近刊の雑誌『季刊民族学』（78号：1996.

10. 20. 国立民族博物館　監修）の末尾ページに

ぎっしり横文字が詰まっている．よくみる

と日本語のローマ字転写である．それは，
かずま

梅棹忠夫と山根一眞の公開対談「情報化時

代の日本語――デジタル化の時代に日本語

は生き残れるか――」の一部分であった．ト

ルコ語は，モンゴル語などと並ぶアルタイ

諸語の一つで，文章の構造は日本語もこれ

に似る．我々にはトルコ語はやさしい言語

である．トルコではローマ字といわずに，

ラテンというのでそれを使いたい．今回久

しぶりにトルコへ旅行するにあたって，少

しく高齢となり，まったくトルコ語を知ら

ない学生の，私の娘を同伴させた．アンカ

ラの街角の書店にトルコ語とラテン化した

日本語の辞書をみつけて購入した．ところ

が少し面倒なことになった．なぜならラテ

ン化した日本語の意味を特定できない．英

単語でも付いていると良いのにというので

ある．

　トルコ語の表記は，長い変遷の歴史をも
とっくつ

つ．大筋，中央アジアでは突厥文字，ウイグ

ル文字，さらにアラビア文字に変わり，旧

ソ連圏ではキリル文字となった．このたび

3カ国はラテン化をうち出した．トルコで

はオスマン朝時代のアラビア文字からラテ

ン文字（1928）となっていらい，それに伴う

独自性を追求してきたといってよい．それ

がトルコ言語協会である．トルコ語純粋化

運動ともいわれ，国粋主義的性格がややも

すると強調されたが，むしろトルコ語の生

き残る道であったと評価すべきであろう．

オスマン時代はトルコ語文語に多くのアラ

ビア・ペルシア語要素が，いわば文化とし

て移入された．日本語もそうであるが，膠

着語といわれる．名詞・形容詞や動詞ばか

りか修飾・被修飾の成句にいたるまで，比

較的ゆるやかに接合して構文（syntax）をつ

くるので，外来要素を採り入れやすい．た

とえば，ジェザーラン（cezalan- ）＜罰せら

れる＞は，ジェザー（ceza） ＜罰＞（アラビ

ア語源）とラン（+lan- ）＜せられる＞（動詞

化接辞）の組み合わせである．日本語なら

＜する＞という動詞を漢語要素につけ加え

て表現するのと同じである．トルコにおけ

るラテン化は，アラビア語要素を薄めると

ともにイスラムの呪縛からの脱皮にも与っ

て力があったが，トルコ人自身はトルコ古

典や方言の収集に目を向けるようになり一

種のトルコ語ルネッサンスの契機となった．

オスマン朝のアラビア語要素は，日本に置

き換えると，江戸時代の漢語文化である．

明治維新になって新しい欧米文化を導入す
そしゃく

ると，それを漢語によって咀嚼した．新し

い文化をともなって外来単語がはいってく

る．まさしくカルチャーに「文化」という漢

（訳）語をつくり出したようにである．日本

語はカタカナという手段によって新しい外
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来用語を定着させている．これに対してラ

テン文字を使うトルコでは音韻体系の異な

る欧米語の流用はかえって違和感を際だた

せるにちがいない．トルコ言語協会の広報

月刊誌である『トルコ語』（言語と文学の雑誌）

は1994年3月号から毎回のように「外来単

語への対応（語）」16）と題して具体的提案が

掲載される．たとえば，537号（1996. 9）の274

ページには，labtopほかが対象になってい

る．翻訳すると以下のようである．

　labtop英語でlab［lap］とtopの単語から
構成されるこのことばは，小さい，携帯で
きる，どの環境でも使用できる，（という）
一種のコンピュータの名である．我々の委
員会ではこの単語に対してディズ・ウス
テュ（diz üstü）ということばがふさわしい
と合意した．もともとディズ・ウステュ・
ビルギサヤル（diz üstü bilgisayarı）という
この熟語はときとともに，ただディズ・ウ
ステュといってもっぱらコンピュータ
（bilgisayar）の種類を解せしめるものとし
て広まるだろうと期待される．17）

　ice-tea（英語 iced tea）独自の正書法に
よって我々の言語でも使用されるこのこと
ばは，＜冷やして出される一種のお茶＞
の意味である．委員会ではこの言葉のた
めにブズル・チャイ（buzlu çay）の語がふ
さわしい対応（語）であると合意した．18）

　その他，squash（スカッシュ・テニス） は

ドゥヴァル・トプ（duvar topu）＜壁ボール＞，

eye l i ne r（化粧）はギョズ・カレミ（g öz

kalemi）＜目の筆墨＞などが挙げられる．
16） TDK: Yabancı Kelimelere Kar∑ılıklar.（注2 : 参照）
17） 因みにdizは＜ひざ＞，üstüは＜うえ＞，つまり＜
bilgi＜知識，情報＞，sayar＜計算するもの＞である

18） 因みに buzlu çayは＜氷入り茶＞の意味．
19） そのときトルコのある学者がいまの講演を理解
のなかから1人だけ手をあげた者がいた．方言とい
憶に残ったのである．
5. 出会いと世情

　ちょうど20年前（1976）になるが，イスタ

ンブル大学で国際会議が開かれたとき，私

の原稿を，ユーゴスラヴィアのトルコ語雑

誌，Çevren に掲載してくれたニメトラー

フ・ハフィズ（Nimetullah Hafiz）氏は，その

後ずっと雑誌を送ってくれ，1992年の 90–92

合併号まで続いた．紛争が激化すると雑誌

はとだえ，たいへん心配した．今回再会で

きたことはまことに奇遇であり抱き合って

よろこんだ．雑誌は資金難で中断したとい

う．かれの長兄がイスタンブル工科大学の

教授職を退任してイスタンブルに在住する．

一夕，ニメトラーフ氏とそこで旧交をあた

ためた．また1985年のイスタンブル大学の

学会では，キルギズスタンからの女性研究

者が飛び入りで発表した．19）その風貌が似

ているので記憶がよみがえってきた．名刺

には Prof. Dr. Byubina O. Oruzbayeva，キル

ギズ共和国科学アカデミー会員とあって間

違いなかった．その教え子の若い夫妻もキ

ルギズスタンから来ていて，本国に子供を

残してしばらく勉学したいと話してくれた．

中央アジアの人々は我々と顔の輪郭がよく

似る．アンカラの宿舎は，首都教員宿泊所

といい，十階建ての公共建造物であった．

たまたまエレベータの前で我々に似る女性

がいた．トルコ語で話しかけたが返事がな
ひざうえ＞の意味，またコンピュータ（bilgisayar）:
．

できた方はいるか，との問いに40～50人いた聴衆
ってもたいへん違うのだと印象をもったので，記
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かった．翌日また顔を合わせると英語で話

しかけてきた．カザフスタンからきた教員

志望で，数カ月研修をうけに，はじめて外国

にきたという．英語は本国で勉強してきた

らしい．

　この宿舎，言語協会ほか私の出入りした

公共物はすべて空港の金属探知器と同じよ

うな通過枠が備えられ，警備員が常駐して

いた．テロに対する警戒は異常にみえた．20）

イスタンブルの郊外に近いところ，「白いセ

ンター（Ak Merkez）」と呼ばれる白亜の高層

ショッピング・ビルに入った．入り口では

手持ち金属探知器で 1 人ひとりボディー

チェックをうけた．さきほど触れたイスタ

ンブル工科大学元教授が案内してくれた．

いまトルコはたいへん発展しつつある．21）

しかし軍隊，保安隊，警察官，警備員そして

お巡りさんなど，治安維持のための国家支

出が多く，それをまかなう経済が追いつか

ない．つまりインフレがすすんでいるという．

いま1970年の法律にもとづく紙幣が行われ

ているが，1980年には 1ﾄﾙｺﾘﾗ＝2.34 円，

1993年には 1ﾄﾙｺﾘﾗ＝0.01円，現在 1 ﾄﾞﾙ＝

90,000ﾘﾗ前後だから1ﾄﾙｺﾘﾗ は0.0012 円とな

る．3 年で 10 倍ほどのインフレ状態であ

る．最高額紙幣は，1百万ﾘﾗ＝1200 円にあ

たる．タクシーの初乗りは45,000ﾘﾗ（54円）

で，市内をかなり走っても500～600 円でお

さまる．もうなつかしいドルムッシュ（乗

合タクシー） は見かけなかった．ところが

イスタンブルの観光地で拾ったタクシーは

初めから300,000ﾘﾗである．変ではないかと

いうと，リセットして通常にもどした．
20） トルコ南東部にクルド人国家の独立をめざすゲリラ
常的でさえある．両者の衝突で1984年来，2万人以上

21） GNPの伸び率は6.5％（『中東研究』1996–9, No. 4
22）『中東研究』 1996–1（No. 410），トルコの総選挙 : 
メーターが簡単に変わるのには驚いた．ア

ンカラでは一夜，アイランジュ国際ライオ

ンズクラブの会合に参加した．50人ほどの

集まりだったが，この日は駐トルコ・ポー

ランド大使が経済アタッシェと出席し，流

暢なトルコ語で30分以上講演されトルコ企

業家の投資を期待するものだった．それよ

りさき開会を待つあいだ，そのホテルのロ

ビーにいた．入り口近く，私の座席の反対

側へお巡りさんと名乗る男性がきた．正式

な公務員ではないらしい．そのうちバス一

台のツアーが到着した．ツアーの若者のひ

とりが坐った．トルコ語はほとんど通じな

かったが，クリミアのクバンから船で黒海

岸のトラブゾンへ上陸しバスでここまでき

たという．目的はマーケティングをかねた

観光らしい．買い出し旅行である．

　トルコの政情が安定していないことが，

イスラム派政党の躍進によって注目を集め

ている．先に引用した9月30日のデイリー・

ニューズ紙の前ページには福祉党の党首で

あるエルバカン首相が駐イラン・ナイジェ

リア大使と会談する写真が載り，野党に転

じた祖国党のユルマズ前首相がエルバカン

首相のリビア・ナイジェリア訪問計画を外

交政策の異常な転換だと非難する記事が並

んでいる．1995年12月の総選挙22）で少数イ

スラム派の福祉党がわずかにも比較第1党

（21.32%）となり，祖国党（19.66%）と正道党
セキュラリズム

（19.20%）の中道・俗権主義の主導権に動揺

がでてきた．これは90%以上を占めるイス

ラム教徒民衆の，しかも低所得者層の政治

的関心とソ連崩壊後の多極化のあらわれで
組織，クルド労働党（PKK）との紛争は先鋭化し日
がたがいに殺害されている（上記ﾃﾞｲﾘｰﾆｭｰｽ  ゙: A4）．
18: 68）である一方，エネルギー不足が深刻．
18–19．
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あろうか．3カ月してやっとできた第 2 党

と第 3党の連立政権は 6月に倒れた．これ

までアタテュルクの俗権主義を絶対として

宗教組織を「宗務庁」として国家行政下にお

き，政治はモスクに入らず，軍部にイスラ

ムをいれずを厳守してイスラムの政治的介

入をタブーとしてきた．しかし第1党と第3

党の連立によって，はじめてイスラム派党

首のエルバカン政権が生まれた．欧米がイ

スラム原理主義を警戒する矢先，首相はイ

ランから東南アジアのイスラム圏外交にで

かけ，さらに西側の要注意国であるリビア

訪問計画が問題化したのである．アンカラ

に目立つ建造物はアタテュルク廟とならん

で，いまや壮大なコジャテペ・モスクであ

る．金曜日の礼拝には厳重な警戒のもとに

群衆が参集する．髪をスカーフで覆えば女
番号 　国名　　 人数

1. ﾄﾙｺ共和国 73
2. ｱﾒﾘｶ 2
3. ﾄﾞｲﾂ 2
4. ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ 26
5. ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ 2
6. ｸﾞﾙｼﾞｱ 1
7. ｸﾛｱﾁｱ 1
8. ｲﾗｸ 2
9. ｲﾀﾘｱ 1
10. 日本 1
11. ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ 1
12. ｷﾙｷﾞｽﾞｽﾀﾝ　 3
13. ﾊﾝｶﾞﾘｰ 3
14. ﾏｹﾄﾞﾆｱ 1
15. ﾓﾝｺﾞﾙ 1
16. ﾉﾙｳｪｰ 1
17. ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ 10
18. ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 2

別表1：研究報告者国別予定表
性も自由に出入りできるのは新しいやり方

なのであろう．モスクとは直結しないが地

階に大スーパーマーケットが展開されている．

　滞在中の夕食は主催者の招待で，ビール

やラク（蒸留酒）も自由だったが，実際に酒

類を口にする人はごく少なくみえた．上記

ライオンズの会食では初め遠慮してジュー

スと言った．よく眺めると多くの男女はラ
イチキ

クを前においている．お前は酒を呑まぬの

かというので，君たちこそ禁酒ではないか

と問うと，今日は仕事だといって意に介さ

ぬ風情であった．それで私も同調すること

にした．

　さてチュワッシュ・ヤクートほかをのぞ

けば，旧ソ連の多数がムスリムであるトル

コ系諸国は，トルコ共和国の政治的文化的

動向と深くかかわっていくのであろうか．
番号 　国名　　 人数

19. ﾙｰﾏﾆｱ 3
20. ﾛｼｱ 8

ﾊﾞｼｭｸﾙﾃﾞｨｽﾀﾝ 3
ﾁｭﾜｯｼｭ 5
ﾀﾀﾘｽﾀﾝ 10
ﾔｸｰﾄ 1

（ﾛｼｱ合計）27
21. ｽﾛｳﾞｧｷｱ 1
22. ﾃｭﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ 7
23. ﾕｰｺﾞｽﾗｳﾞｨｱ 3
24. ｷﾞﾘｼｱ 1

総計 175
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日付 9. 23 9. 24 9. 25 9. 26 9. 27
月 火 水 木 金

第1会場 A.M. 10:00–13.15 9:30–12:45 9:30–12:45 9:30–12:45 9:30–12:45

サロン 開会式
とっくつ

突厥 文法 記念講演 ｱｾﾞﾘｰ
P.M. 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15

一般ﾄﾙｺ語 ｳｲｸﾞﾙ ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ ｷﾌﾟﾁｬｯｸ ﾃｭﾙｸﾒﾝ
教育

第2会場 A.M. 9:30–12:45 9:30–12:45 9:30–12:45

図書館 ﾁｭﾜｯｼｭ・ ｱﾅﾄﾘｱ方言 ﾄﾙｺ語
ﾔｸｰﾄ 全般

P.M. 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15

言語学・ 言語の課題 ﾀﾀﾙ・ﾊﾞｼｭｷﾙﾄ 民俗学
固有名詞学 ｷﾙｷﾞｽﾞ他

第3会場 A.M. 9:30–12:45 9:30–12:45 9:30–12:45

中二階 新ﾄﾙｺ文学 ｶﾗﾊﾝ・ ﾄﾙｺ語
ｳｲｸﾞﾙ 全般

P.M. 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15 15:00–18:15

古ﾄﾙｺ文学 ﾁｬｶﾞﾀｲ・ 新ﾄﾙｺ文学 外来語
ｳｽﾞﾍﾞｸ 交流

注：9月24日突厥について，Guzev, V.G.（ﾛｼｱ） : 「突厥文字の土着起源説の発展試論」，Vasilyev, D.D.（ﾛ
ｼｱ） : 「突厥文字のﾕｰﾗｼｱ地域での広まり」，Sertkaya, O.F.（ﾄﾙｺ） : 「ﾎｲﾄ・ﾀﾐﾙ（ﾓﾝｺﾞﾘｱ）の新出碑文」，
„ükürlü, E.C.（ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ）：「ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝで新しく発見された突厥文字碑銘」，Ercilasun, B.女史（ﾄ
ﾙｺ） : 「ﾄﾙｺにおけるオルホン碑文に関する最初期の諸情報」 ; ウイグルについては，Oda, J.（日本），「観
音経ウイグル写本の言語特徴」，Sadikov, Q.（ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ），「（ﾏﾆ教ﾃｷｽﾄ）ﾌｧｽﾄｱﾆﾌﾄ写本の分析等」，
Ölmez, M.（ﾄﾙｺ，ﾊｯｼﾞｪﾃﾍﾟ大学），「ｼﾘｱ字書写の古ｳｲｸﾞﾙ語一医薬書」，Kaya, C.（ﾄﾙｺ，ｲｽﾀﾝﾌﾞﾙ大学），「ｲ
ｽﾗﾑ期のｳｲｸﾞﾙ字作品，ﾙｽﾞｳﾞｧﾝ・ｼｬｰとﾙﾍﾌｻﾞの物語」，nayet, A.（ﾄﾙｺ，ｴｰｹﾞ大学），「ﾄﾙｺ語のなかの中国
語彙について」等であった．他二三聴講したが省略する．

別表2：第3回トルコ言語集会　日程表
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